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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：    年   ⽉   ⽇ 
● 事 業 名 ： 復興＝防災の取り組みから安心してくらせるまちづくり事業 

● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈ 佐賀未来創造基⾦ 
● 実 ⾏ 団 体 ： ⼀般社団法⼈おもやい 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達
成状況 

進捗
状況
＊ 

 

個別の再建・防災カルテ(武雄市・⼤町町） カルテの枚数 30 枚 事業終了時 59 1 
障害のある⽅が安⼼できる避難所ガイドラ
イン 

作成する団体数 ３団体 事業終了時 0 3 

防災イベントの実施 実施回数、参加⼈数 ３回（年１回）、のべ
100 ⼈／回 

事業終了時 ７回、 
のべ 1,000 ⼈ 

1 

地区ごとの避難計画のモデル事例創出 ⽣み出されたモデル事例数 １事例 事業終了時 0 2 
⽔害に関する⼩冊⼦の作成 ⽔害に関する⼩冊⼦の完成 １種類 事業終了時 0 3 
担い⼿の確保 担い⼿の可視化、確保 6 名 事業終了時 6 名 2 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし ☐短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 þアウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
・コロナ禍にあって、さまざまな計画の変更が余儀なくされる中、再びこの地域が⽔害によって被災し、それに伴って多くの県内外の NPO
等との連携のもと、地域における様々な相談の窓⼝としての機能が⼤きく⾶躍した。 
・本事業を進めることで確実に地域における認知度が増し、そのことで様々なイベントにおいても参加者が増⼤している。 
・また本事業を通じて、学術関係機関との連携も進み、特に⽇本災害復興学会や災害分野を専⾨とする学術者への協⼒も仰ぎながら、学⽣
の派遣なども⾏われている。さらには企業との連携も始まり、本当に多くの団体との協働によって各事業が成り⽴っている。 
 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
コロナに関する知識を得るために、感染症の専⾨家（佐賀⼤学）にお願いをしてコロナに関する基礎講座を実施し、基本的な情報をスタッ
フで共有したこと。その上で活動上のルールを設け、なるべく活動が継続できるような⽅法を模索した。 

② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
佐賀新聞４⽉掲載（https://www.saga-s.co.jp/articles/-/661782） 
⻑崎新聞 6 ⽉掲載（共同通信配信記事） 
愛媛新聞 6 ⽉掲載（共同通信配信記事） 
⼭陽新聞 6 ⽉掲載（共同通信配信記事） 
神奈川新聞 7 ⽉掲載（共同通信配信記事） 
広報おおまち８⽉号掲載（http://www.town.omachi.saga.jp/files/P3_12.pdf） 
グリーンコープ HP 掲載（随時）（https://www.greencoop.or.jp/?s=%E3%81%8A%E3%82%82%E3%82%84%E3%81%84） 
レスキューストックヤード HP 掲載（随時） 
（https://rsy-nagoya.com/rsy/?s=%E3%81%8A%E3%82%82%E3%82%84%E3%81%84&submit=%E6%A4%9C%E7%B4%A2） 
佐賀新聞８⽉掲載（https://www.saga-s.co.jp/articles/-/732348） 
東京新聞 8 ⽉掲載 
TBS ラジオ 8 ⽉放送（https://www.tbsradio.jp/articles/43638/） 
MBS ラジオ「ネットワーク１１７」8 ⽉放送（https://www.mbs1179.com/117/transcription/archives/20210822.shtml） 
真如苑救援ボランティア サーブ HP ９⽉掲載（https://relief-volunteers.jp/activities/2021/09/post-288.html） 
佐賀新聞９⽉掲載（https://www.saga-s.co.jp/articles/-/742322） 
⽂化時報 9 ⽉掲載 
毎⽇新聞 9 ⽉掲載（https://mainichi.jp/articles/20210924/dde/041/070/021000c） 
読売新聞 9 ⽉掲載（https://www.yomiuri.co.jp/local/saga/news/20210920-OYTNT50071/） 
佐賀新聞 10 ⽉掲載（https://www.saga-s.co.jp/articles/-/758462） 
サガテレビ 10 ⽉放送（https://www.sagatv.co.jp/news/archives/2021100507369） 
佐賀新聞 12 ⽉号掲載（https://www.saga-s.co.jp/articles/-/785777） 
コープさが⽣活協同組合 HP 12 ⽉掲載（https://www.saga.coop/news/info/5601） 
NHK「明⽇を守るナビ」1 ⽉放送（https://www.nhk.or.jp/ashitanavi/article/4192.html） 
⽇本財団 HP 寄付活⽤レポート１⽉掲載（https://www.nippon-foundation.or.jp/what/projects/activity/66650） 
佐賀新聞 2 ⽉掲載（https://www.saga-s.co.jp/articles/-/812597） 
佐賀県危機管理防災課 HP 2 ⽉掲載（https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00384554/index.html） 
ケーブルワン放送（http://media2.cableone.ne.jp/newsarchives/index/ ←キーワード「おもやい」で検索） 
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※PDF 等でおもやい通信を追加 
 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
・2021年度の報告書を作成中 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：事業終了までに公開予定 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：変更がなかったため、報告していません。 

 
  



5 
 

⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  þ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
☐はい  þいいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由：コンプライアンス委員会を設置していないが、下記の対象にあたる不正⾏為はなかったため、資⾦分
配団体への報告は発⽣していない。 

（報告の対象となる不正⾏為：資⾦分配団体-実⾏団体間の資⾦提供契約書第 15 条に定めるもの） 
 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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